






































コ� C o l u m nラ�ム�
劉　渇氷（COE研究員・RA）　LIU  Kebing
紅�紅は最も尊ばれる色で、至誠、忠義を象徴している。代表は関羽である。�
紫�紅の次に尊い色で、血気盛んだが粛然とした性格を現す。紅や黒と併用し、若き日の直情・血気が年齢を重ねること�
で重厚さを増したことを示す。�
黒�三国志の英雄・張飛や水滸劇の李逵など、沸き上がる激情をどうにも押さえられず、ついつい粗暴、過激な振る舞い�
をしてしまうものの、実際は無私で真心の固まりのような性格を表現する。また、包公に代表されるように、顔形が�
醜いものの廉直である性格をも示す。�
白�白には猜疑、陰謀の気象が宿る。奸智に長けた武将は白を使う。曹操など典型的である。薄い白は必ずしも大悪とい�
う訳ではない。眉や目が細く描かれていればいるほど、奸計に長けた大悪人である。�
藍�黒に近いが、より粗暴な一面を持つ色である。黒の上に藍を重ねた場合、単に粗暴、剛毅だけではなく知謀にも優れ�
ている。�
青�緑に近い性格である。邪神、妖怪、物の怪、妖気、化け物などの色。　　�
緑�藍色と似通った性格である。同じく凶暴でも緑は爆発気味、常に平静ではいられない性格を表す。�
黄�粗暴で陰謀をめぐらすが、それを表面に出さない人物に使う。勇戦する武将を示す。�
灰�壮年の血気も薄れた様子を表すため、光に反射しないように顔料の油分を抜く。若い時に黒色だった者が老境にある�
状態を示す。�
金�仏教の教典にある「身に金光を現す」にちなみ荘厳、厳粛を表す。神、仏に使われる色である。�
銀�金に次ぐ高貴な色である。比較的に地位の低い神や仏に使われる。�
